
『菅
家
文
草
』
巻
三
注
釈
稿
（
二
）

佐

藤

信

一

【
一
八
三
番
詩
、
補
足
訂
正
】

　
巻
三
に

対
す

る
前
回
の
注
釈
、
「
「
菅
家
文
草
」
巻
三
注
釈
稿
（
一
）
」

発
表
後
、
自
分
の
不
注
意
に
よ
る
い
く
つ
か
の
間
違
い
や
、
読
み
誤
り
に

関
す
る
指
摘
を
頂
戴
し
た
。

　
一
八
三
番
詩
、
第
三
句
「
慮
下
縁
二
奏
曲
一
吹
中
売
竹
上
」
の
訓
読
を
「
慮

に

奏
曲
に
縁
り
て
先
竹
を
吹
く
べ
し
」
に
訂
正
し
た
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
は
自
分
の
過
ち
で
あ
る
が
、
°
前
回
の
注
釈
に
於
い
て
韻
を

踏
む

べ
き
「
家
」
「
華
」
「
花
」
「
奴
」
「
沙
」
の
中
で
「
銀
」
の
み
が
佳
韻

上
平
声
、
他
は
す
べ
て
麻
韻
下
平
声
と
し
た
の
だ
が
、
こ
の
「
銀
」
字
は

麻
韻
下
平
声
で
も
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
訂
正
す
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
も
自
分
の
不
注
意
か
ら
、
第
四
句
目
の
第
五
字
「
怨
」

を
平
字
と
解
し
た
が
、
第
三
句
と
対
句
に
な
る
の
だ
か
ら
、
灰
字
と
解
し

て

お

く
べ
き
で
あ
っ
た
。
い
さ
さ
か
煩
珀
で
あ
る
が
、
平
灰
を
も
う
一
度

図
示
し
て
お
こ
う
。
美
し
い
音
律
の
詩
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

○
　
●
　
○
　
○
　
●
　
●
　
◎

●
　
○
　
○
　
●
　
●
　
○
　
◎

○
　
○
　
●
　
●
　
○
　
○
　
●

●
　
●
　
○
　
○
　
●
　
●
　
◎

●○○●

●○○●

○●●○

○●●○

●○●○

●○○●

◎●◎●

校
異
に

用
い
た
略
号
を
確
認
し
て
お
く
。

【略
号
】

（内
A
》
…
内
閣
文
庫
A
本
（
底
本
）

（
川
口
》
…
川
口
久
雄
氏
旧
蔵
本

（
内
B
》
…
内
閣
文
庫
B
本

（
尊
A
》
…
尊
経
閣
文
庫
A
本

（
尊
B
》
…
尊
経
閣
文
庫
B
本

《
尊

C
》
…
尊
経
閣
文
庫
C
本

（
尊
D
》
…
尊
経
閣
文
庫
D
本

（
蓬
左
》
…
蓬
左
文
庫
蔵
本

（
別
雷
》
…
賀
茂
別
雷
神
社
蔵
本

（
道
A
》
…
道
明
寺
天
満
宮
蔵
A
本

（
多
A
》
…
多
和
文
庫
A
本
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〈
多
B
＞
…
多
和
文
庫
B
本

く
東
A
V
…
東
大
所
蔵
A
本
・

〈
東

B
＞
…
東
大
所
蔵
B
本

〈
京

A
＞
…
京
大
所
蔵
A
本

〈
京
B
＞
…
京
大
所
蔵
B
本

〈
陽
明
〉
…
陽
明
文
庫
蔵
本

く
資
A
V
…
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
A
本

〈
資
B
＞
…
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
B
本

＊
な
お
、
略
号
の
掲
載
順
は
、
前
の
「
『
菅
家
文
草
」
巻
一
注
釈
稿

（
四
）
」
（
『
白
百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
三
一
号
、
平
成
七
年
十
二
月

刊
）
に
則
り
、
写
本
と
刊
本
と
に
分
け
て
配
列
し
た
。

【本
文
】

拙

尚
書
左
丞
饅
席
同
賦
二
贈
以
⇔
言
、
各
分
’
二
字
一
、
探
得
レ
時
〔
＊
左

　
　
丞
佐
世
〕

　
讃
州
刺
史
自
然
悲

　
悲
倍
以
レ
言
贈
レ
我
時

　
贈
レ
我
何
言
爲
二
重
寳
一

　
當
レ
言
二
汝
父
昔
吾
師
一

＊
左
…
底
本
「
右
」
、
こ
の
本
文
を
採
る
本
も
あ
る
が
、
改
め
た
。
な
お
、

〔〕
は

欄
外
の
注
記
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
。

【校
異
】

丞
…
丞
〔
異
体
字
注
記
ア
リ
〕
（
別
雷
》
、
各
…
久
（
多
A
》
（
道
A
》
、
久

〔右
傍
二
「
各
」
ト
注
記
ス
〕
《
別
雷
》
、
時
…
時
字
《
内
B
》
〈
多
B
＞

〈
資
A
＞
〈
京
B
＞
〈
東
A
＞
〈
東
B
＞
、
左
…
右
《
尊
C
》
（
道
A
》
〈
京

A
＞
〈
陽
明
V
、
丞
…
丞
〔
異
体
字
注
記
ア
リ
〕
《
別
雷
》
、
左
丞
佐
世
…
ナ

シ

（内
B
》
（
尊
A
》
（
尊
B
》
（
尊
D
》
、
倍
…
倍
〔
右
傍
二
「
信
イ
」
ト

注
記

ス
〕
《
別
雷
》
、
信
〈
京
A
＞
〈
陽
明
〉
、
父
…
文
《
蓬
左
》

【訓
読
】

鵬
　
尚
書
左
丞
の
饅
の
席
に
て
同
じ
く
贈
る
に
言
を
以
て
す
と
い
ふ
こ
と

　
　
　
　
　
お
の
お
の

　
　
を
賦
す
、
各
々
一
字
を
分
く
る
に
、
探
り
て
時
を
得
た
り
。
〔
左
丞

　
　
と
は
佐
世
な
り
〕

　
讃
州
の
刺
史
自
然
に
悲
し

　
　
　
　
　
ま

　
悲
し
み
は
倍
す
言
を
以
て
我
に
贈
り
し
時

　
我
に

贈

る
に
何
の
言
か
重
き
賛
と
爲
さ
ば

　
ま
さ
　
當
に
汝
の
父
は
昔
の
吾
が
師
な
り
と
言
ふ
べ
し

【注
釈
】

◇
尚
書
左
丞
…
藤
原
佐
世
の
こ
と
。
前
稿
の
詩
一
八
四
「
予
爲
二
外
吏
一
、

幸
二
侍
内
宴
装
束
之
間
一
、
得
レ
預
二
公
宴
一
者
、
雛
レ
有
二
奮
例
一
又
殊
恩
也
。

王
公
依
レ
次
、
行
二
酒
詩
臣
’
。
相
國
以
レ
當
レ
次
、
又
不
レ
欝
レ
盃
。
予
前
待

立
不
レ
行
。
須
央
吟
日
、
明
朝
風
景
属
二
何
人
’
。
一
吟
之
後
、
命
レ
予
高
詠
。

蒙
レ
命
欲
レ
詠
、
心
神
迷
齪
、
纏
登
’
二
聲
一
、
涙
流
鳴
咽
。
宴
罷
蹄
レ
家
、

通
夜
不
レ
睡
。
黙
然
而
止
如
レ
病
胸
塞
。
尚
書
左
丞
在
レ
傍
詳
聞
。
故
寄
’
二

篇
一
以
慰
レ
情
」
に
も
「
尚
書
左
丞
在
レ
傍
詳
聞
」
と
あ
っ
た
。

◇
賎
席
…
藤
原
佐
世
が
道
真
の
た
め
に
催
し
て
く
れ
た
別
れ
の
宴
席
で
あ

ろ
う
。

◇
贈
以
⇔
言
…
こ
の
時
の
詩
題
。
『
史
記
』
「
孔
子
世
家
第
十
七
」
に
「
魯

南
宮
敬
叔
言
二
魯
君
一
日
、
請
與
’
一
孔
子
’
適
レ
周
。
魯
君
與
二
之
一
乗
車
、
両

馬
、
一
竪
子
一
。
倶
適
レ
周
、
問
レ
禮
。
蓋
見
二
老
子
一
云
。
欝
去
而
老
子
送
レ

之
日
、
吾
聞
、
富
貴
者
送
レ
人
以
レ
財
。
仁
人
者
送
レ
人
以
レ
言
。
吾
不
レ
能
二
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富
貴
一
。
窟
二
仁
人
之
號
一
、
送
レ
子
以
レ
言
。
日
、
聰
明
深
察
而
近
二
於
死
一

者
、
好
レ
議
レ
人
者
也
。
博
辮
廣
大
、
危
二
其
身
一
者
、
登
二
人
之
悪
一
者
也
。

爲
二
人
子
’
者
、
母
二
以
有
⇔
己
、
爲
二
人
臣
’
者
、
母
二
以
有
⇔
己
」
と
あ
る
内

の

老
子
の
台
詞
「
富
貴
者
送
レ
人
以
レ
財
。
仁
人
者
送
レ
人
以
レ
言
。
吾
不
レ

能
二
富
貴
一
。
窟
二
仁
人
之
號
一
、
送
レ
子
以
レ
言
」
の
「
仁
人
」
の
在
り
方
を

述
べ
た
条
に
基
づ
く
。
こ
の
詩
題
は
後
世
も
好
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
よ
う

で
、
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
、
慶
滋
保
胤
の
「
暮
春
於
二
文
章
院
一
賎
二
諸
故
人

赴
”
任
同
賦
二
別
方
山
水
深
一
各
分
“
二
字
」
に
「
夫
別
者
古
今
所
レ
重
也
、

李
老
贈
レ
人
以
レ
言
」
と
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
巻
九
、
こ
れ
も
慶
滋
保
胤
の

「仲
冬
銭
二
齎
上
人
赴
ワ
唐
、
同
賦
二
贈
以
⇔
言
、
各
分
二
一
字
一
探
得
二
輕

字
一
」
も
指
摘
さ
れ
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

◇
探
得
レ
時
…
『
新
儀
式
」
四
「
花
宴
事
」
に
「
若
有
二
探
韻
一
、
予
以
二
其

器
一
置
二
文
墓
上
一
。
依
レ
仰
近
衛
次
將
進
而
探
二
御
料
韻
一
、
献
二
上
之
一
。
次

親
王
已
下
文
人
以
レ
次
就
二
文
畳
一
、
探
韻
」
と
あ
る
。
二
人
以
上
の
者
が

集
ま
っ
て
韻
を
分
け
合
っ
て
詩
を
作
る
場
合
、
人
毎
に
韻
字
書
を
ひ
ろ
げ

て
、
そ
の
部
分
に
あ
る
韻
字
を
そ
の
人
の
作
る
べ
き
詩
の
脚
韻
と
す
る
。

◇
刺
史
…
国
司
の
唐
名
で
あ
る
こ
と
は
一
八
三
番
詩
で
述
べ
た
。
こ
の
語

は
『
白
氏
文
集
』
に
散
見
さ
れ
る
。
類
似
し
た
表
現
を
挙
げ
る
と
、
巻
七

十
一
「
胡
吉
鄭
劉
盧
張
等
六
賢
。
皆
多
年
壽
。
予
亦
次
焉
。
偶
於
二
弊
居
一

合
二
成
尚
歯
之
會
一
。
七
老
相
顧
。
既
酔
甚
歓
。
静
而
思
レ
之
。
此
會
稀
有
。

因
成
二
七
言
六
韻
一
以
紀
レ
之
。
傳
二
好
事
者
一
」
に
「
前
慈
州
刺
史
廣
平
劉

眞
。
年
八
十
二
」
で
あ
る
と
か
、
「
前
永
州
刺
史
清
河
張
渾
。
年
七
十
四
」

等
が
あ
る
。

◇
自
然
…
自
ず
か
ら
。
「
白
氏
文
集
」
巻
一
六
「
東
南
行
一
百
韻
、
寄
二
通

州
元
九
侍
御
濃
州
李
十
一
舎
人
、
果
州
崔
二
十
二
使
君
、
開
州
章
大
員
外
、

庚
三
十
二
補
闘
、
杜
十
四
拾
遺
、
李
二
十
助
教
員
外
、
賓
七
校
書
」
の
一

八
七
・
一
八
八
句
に
「
自
然
悲
二
聚
散
一
、
不
三
是
恨
二
榮
枯
一
」
と
あ
る
。

◇
重
寳
…
大
切
な
宝
。
「
管
子
」
巻
八
「
法
法
第
十
六
（
外
言
七
）
」
に

「
故
日
、
令
重
二
於
賓
一
、
示
土
稜
先
二
於
民
“
、
威
権
貴
二
於
爵
緑
一
。
故
不
下

爲
二
重
質
一
輕
中
號
令
上
不
下
爲
二
親
戚
一
後
申
示
土
稜
上
不
三
爲
レ
愛
レ
民
柾
二
法
律
一
、

不
下
爲
二
爵
緑
一
分
中
威
権
上
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
表
現
。

◇
汝
父
昔
吾
師
…
前
稿
一
八
四
番
詩
の
「
尚
書
左
丞
」
に
付
し
た
注
を
参

照
の

こ
と
。
藤
原
佐
世
は
こ
の
言
葉
を
も
っ
て
讃
岐
に
赴
く
道
真
に
対
す

る
言
祝
ぎ
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

【平
灰
】

　
●
　
○
　
●
　
●
　
●
　
○
　
◎

　
○
　
●
　
●
　
○
　
●
　
●
　
◎

　
●
　
●
　
○
　
○
　
●
　
●
　
●

　
○
　
○
　
●
　
●
　
●
　
○
　
◎

七
言
絶
句
、
韻
字
は
「
悲
」
、
「
時
」
、
「
師
」
。
上
平
声
支
韻
。

【口
語
訳
】

鵬
　
尚
書
左
丞
で
あ
る
藤
原
佐
世
が
催
し
て
く
れ
た
饒
別
の
宴
席
で
「
贈

　
　
る
に
言
を
以
て
す
」
と
い
う
こ
と
を
賦
し
た
、
各
自
一
字
ず
つ
分
け

　
　
た
と
こ
ろ
、
探
韻
し
て
「
時
」
の
字
を
得
た
。

　
（
自
分
が
な
っ
た
）
讃
州
の
国
司
と
言
う
の
は
自
然
に
悲
し
く
感
じ
ら

　
れ
る

　
悲
し
み
は
増
す
、
あ
な
た
が
「
言
」
の
字
を
以
て
私
に
贈
っ
て
く
れ
た

　
時
　
私
に
贈
る
の
に
ど
う
い
っ
た
言
葉
が
よ
り
重
要
な
も
の
で
あ
る
か
と
す

　
れ
ば
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（
あ
な
た
の
）
「
君
の
父
上
は
昔
の
自
分
の
師
で
あ
る
」
と
言
う
言
葉
で

　
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う

【考
察
】

　
こ
の
詩
は
、
旅
立
つ
際
の
道
真
の
心
情
を
、
「
悲
」
、
「
言
」
、
「
贈
レ
我
」

と
言
っ
た
叙
述
を
繰
り
返
し
用
い
る
こ
と
で
、
象
る
も
の
。
あ
る
い
は
白

話
詩
の
影
響
を
考
え
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
詩

に

同
じ
語
を
繰
り
返
し
用
い
る
こ
と
は
、
避
け
る
べ
き
こ
と
な
の
か
も
し

れ
な

い

が
、
群
書
類
従
本
『
作
文
大
体
』
「
第
五
詩
病
」
に
「
念
二
病
者

近
来
不
レ
去
レ
之
。
一
首
之
中
有
二
同
字
同
心
’
是
也
」
と
あ
っ
て
、
道
真
の

頃
に

は

許
容
さ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
こ
で
は
、
ご
く
普
通
の
何
気
な
い
同
字
を
用
い
る
こ
と
で
、
度
々
登

場
す
る
藤
原
佐
世
と
の
心
の
交
流
が
か
え
っ
て
効
果
的
に
描
か
れ
て
い
る

と
言
え
よ
う
。

【本

文
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

囑
　
相
國
東
閣
饒
席
、
探
得
花

　
爲
レ
吏
爲
レ
儒
報
二
國
家
一

　
百
身
猫
立
一
恩
涯

　
欲
レ
餅
二
東
閣
一
何
爲
レ
恨

　
不
レ
見
二
明
春
洛
下
花
一

【校
異
】

閣
…
閤
《
川
口
》
《
内
B
》
《
尊
A
》
《
尊
B
》
《
尊
C
》
《
尊
D
》
《
別
雷
》

（道

A
》
（
多
A
》
〈
多
B
＞
〈
陽
明
〉
〈
東
A
＞
〈
東
B
＞
〈
京
B
＞
、
花
…

花
字

《内
B
》
〈
東
A
＞
〈
東
B
V
〈
資
A
＞
、
猫
…
猶
《
内
B
》
、
涯
…
准

《
尊
A
》
（
尊
B
》
《
尊
D
》
、
閣
…
閤
《
川
口
》
（
内
B
》
（
尊
A
》
《
尊

B
》
《
尊
C
》
《
尊
D
》
《
別
雷
》
《
道
A
》
《
多
A
》
〈
多
B
＞
〈
陽
明
〉
〈
東

A
＞
〈
東
B
＞
〈
京
B
＞

【訓
読
】

珊
相
國
の
東
閣
の
賎
席
に
て
、
探
り
て
花
を
得
た
り

　
吏

と
爲
り
て
儒
と
爲
り
て
國
家
に
報
い
ん

　
百
身
猫
立
す
一
つ
の
恩
涯

　
東
閣
を
欝
せ
ん
と
欲
す
る
に
何
を
恨
み
と
爲
さ
ん

　
明
春
洛
下
の
花

を
見
ざ
る
こ
と
を

【注
釈
】

◇
相
國

…
前
出
。
太
政
大
臣
の
唐
名
。
こ
こ
で
は
藤
原
基
経
を
指
す
。
一

八
四
番
詩
参
照
。

◇
東
閣
…
東
閤
に
同
じ
。
東
方
の
小
門
。
漢
の
公
孫
弘
が
、
宰
相
と
な
っ

て

か

ら
は
東
に
あ
る
門
を
開
い
て
、
賢
人
を
招
い
た
と
言
う
故
事
に
因
む

表
現
。
『
漢
書
」
「
公
孫
弘
博
」
に
「
弘
自
見
爲
二
學
首
一
起
二
徒
歩
一
敷
年
、

至
二
宰
相
’
封
レ
使
於
レ
是
起
二
客
館
一
、
開
二
東
閤
一
以
延
二
賢
人
一
」
へ
の
『
漢

書
評
林
」
の
注
に
「
師
古
日
、
閤
者
、
小
門
也
、
東
向
開
レ
之
、
避
當
二
庭

門
’
而
引
二
賓
客
一
、
以
別
二
於
手
家
史
官
属
一
也
」
と
あ
る
。
ま
た
は
、
「
東

閣
」
な
ら
ば
、
梁
の
何
遜
が
東
の
門
を
開
い
て
文
人
を
招
致
し
て
、
梅
花

を
賞
し
た
故
事
に
由
来
す
る
表
現
か
。
杜
甫
の
「
和
下
斐
迫
登
’
一
蜀
州
東
亭
一

送
レ
客
逢
二
早
梅
’
相
憶
見
’
寄
」
に
「
東
閣
官
梅
動
二
詩
興
一
、
還
如
三
何
遜

在
二
楊
州
一
」
と
あ
る
。

◇
百
身
猫
立
一
恩
涯
…
数
対
。
『
作
文
大
体
』
柳
原
本
に
「
文
章
有
十
二

対
詩
賦
雑
筆
等
同
用
レ
之
一
色
対
、
二
物
対
、
三
同
対
、
四
異
対
、
五
数
対
、

…
第
五
数
対
、
一
二
、
万
億
、
双
両
、
多
群
、
衆
洪
、
孤
集
、
所
謂
、
百

川
小
一
片
、
五
夜
月
千
里
。
句
云
、
千
峯
石
筆
千
株
玉
、
万
樹
松
羅
万
朶
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銀
。
孤
桧
学
二
寒
雨
一
双
桐
鳴
二
暮
嵐
一
」
（
こ
の
部
分
の
「
作
文
大
体
」

の
本
文
は
、
小
沢
正
夫
氏
「
作
文
大
体
の
基
礎
的
研
究
」
（
「
愛
知
県
立
女

子
大
学
説
林
」
一
一
、
昭
三
八
・
九
刊
）
所
載
の
「
校
訂
作
文
大
体
」
に

拠
っ
た
）
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
一
句
の
中
で
百
と
一
の
対
が
用

い

ら
れ
て
い
る
道
真
の
詩
の
例
と
し
て
、
巻
四
、
二
五
八
番
詩
「
題
二
南

山
亡
名
庭
士
壁
一
」
コ
室
鷹
レ
勝
二
我
百
城
’
」
を
挙
げ
て
お
く
。
ま
た

「田
氏
家
集
』
で
も
巻
之
下
、
一
六
二
番
詩
「
秋
日
竹
日
懐
古
」
「
於
後
二

百
草
二
叢
狐
（
疑
孤
）
」
、
同
じ
く
巻
之
下
、
一
＝
○
番
詩
「
遺
懐
」
に

「
百
歳
中
間
断
二
一
身
“
」
と
散
見
さ
れ
る
。

◇
恩
涯

…
熟
語
で
あ
る
か
は
疑
問
。
た
だ
、
一
八
三
番
詩
「
早
春
内
宴
、

聴
三
宮
妓
奏
二
柳
花
怨
曲
一
、
雁
レ
製
。
（
自
レ
此
以
後
、
讃
州
刺
史
之
作
。
向

後
五
首
、
未
レ
出
二
京
城
一
之
作
。
）
」
で
も
道
真
は
「
恩
華
」
と
い
う
表
現

を
用
い
て
い
た
の
が
想
起
さ
れ
る
。
道
真
は
好
ん
で
い
た
表
現
ら
し
く
、

他
で
も
、
巻
五
、
三
六
七
番
詩
「
仲
春
稗
貧
、
聴
レ
講
二
古
文
孝
経
、
同
賦
二

以
レ
孝
事
レ
君
則
忠
一
」
に
「
君
是
蒼
天
不
レ
可
レ
階
、
恐
分
二
孝
水
一
鳴
二
恩

涯
一
」
と
あ
り
、
巻
六
、
四
四
四
番
詩
「
敬
奉
レ
和
下
左
大
將
雇
二
從
太
上
皇

舟
行
一
有
レ
感
見
レ
寄
之
口
號
上
」
に
は
「
無
レ
限
恩
涯
知
二
止
足
“
、
何
固
渇
二

望
小
心
清
一
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
菅
家
後
集
」
四
七
三
番
詩
「
九
日
後
朝
、

同
賦
二
秋
思
一
、
雁
レ
制
」
に
「
君
富
二
春
秋
〔
臣
漸
老
、
恩
無
二
涯
岸
一
報
猶

遅
」
と
あ
る
の
は
、
熟
語
で
は
な
い
も
の
の
「
恩
」
と
「
涯
」
と
が
対
照

さ
れ
て
く
る
例
。

【平
灰
】

　
○
　
●
　
○
　
○
　
●
　
●
　
◎

　
●
　
○
　
●
　
●
　
●
　
○
　
◎

　
●

　
O
　
O
　
●
　
○
　
○
　
●

　
●
　
●
　
○
　
○
　
●
　
●
　
◎

七

言
絶
句
、
韻
字
は
「
家
」
「
涯
」
「
花
」
、
下
平
声
麻
韻
。
た
だ
し
、

「涯
」
は
上
平
声
佳
韻
と
両
用
。

【口
語
訳
】

鵬
　
太
政
大
臣
藤
原
基
経
が
催
し
て
く
れ
た
宮
中
の
東
閣
の
饅
別
の
宴
席

　
　

で
、
探
韻
を
し
て
「
花
」
の
字
を
得
た

　
官
吏
と
な
っ
て
ま
た
儒
学
者
と
な
っ
て
国
家
に
報
い
よ
う

　
多
く
の
学
者
が
学
問
で
身
を
立
て
て
行
け
る
の
も
ひ
と
え
に
た
っ
た
一

　
人
の
基
経
の
お

か
げ
で
あ
る

　
宮
中
の
東
閣
を
辞
す
に
あ
た
り
何
を
恨
み
と
し
よ
う
か

　
そ
れ
は
明
年
の
春
の
京
都
の
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
だ

【考
察
】

　
「
東
閣
」
で
本
文
を
た
て
て
見
た
。
校
異
を
参
照
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う

に

「束
閤
」
の
異
文
で
一
群
を
な
し
て
お
り
、
こ
れ
で
も
意
味
は
十
分
通

じ
る
。
た
だ
次
の
「
北
堂
饅
レ
宴
、
各
分
’
二
字
一
、
探
得
レ
遷
」
の
「
北

堂
」
の
参
考
に
挙
げ
る
「
貞
観
儀
式
」
巻
七
「
釈
莫
講
論
儀
」
に
「
北
堂

閣
門
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
底
本
の
ま
ま
で
読
め
な
い
か
と
言
う
こ
と
で

「東
閣
」
に
し
た
。

【本
文
】

田
　
北
堂
賎
レ
宴
、
各
分
二
一
字
“
、

　
我
將
三
南
海
飽
二
風
煙
’

更
妬
三
他
人
＊
道
二
左
遷
一

債
憶
三
分
憂
非
二
租
業
一

　
俳
二
個
孔
聖
廟
門
前
一

探
得
レ
遷

一 12一



【校
異
】

字
…
家
〔
右
傍
二
「
字
イ
」
ト
注
記
ス
〕
（
別
雷
》
、
業
…
葉
《
川
口
》
、

道
…
導
（
川
口
》
《
内
B
》
《
尊
A
》
（
尊
B
》
（
尊
C
》
《
多
A
》
（
道
A
》
、

一
字
欠
・
空
白
《
尊
D
》
、
轡
〔
右
傍
二
「
道
イ
」
マ
タ
一
行
オ
イ
テ

「
イ
ハ
ン
寸
ヲ
」
ト
注
ス
ル
〕
《
別
雷
》

【訓
読
】

　
　
　
　
う
た
げ
　
せ
ん
　
　
　
お
の
お
の
　
　
　
　
　
わ
か

田
北
堂
に

て

宴

を
饒
す
、
各
々
一
字
を
分
つ
、
探
り
て
遷
を
得
た
り

　
　
ま
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
我
將
に
南
海
に
て
風
煙
に
飽
か
ん
と
す

　
さ
ら
　
　
　
　
　
　
　
さ
せ
ん
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
た

　
更
に
他
人
の
左
遷
な
り
と
道
は
ん
こ
と
を
妬
む

つ

ら
つ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

　
債

分
憂
は
租
業
に
非
ざ
る
こ
と
を
憶
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
い
か
い

　
孔
聖
の
廟
門
の
前
に
俳
個
す

＊
道
は
底
本
「
導
」
、
こ
れ
は
「
導
」
の
異
体
字
で
あ
る
が
、
こ
こ
は

「道
」
と
し
て
見
た
。

◇
北
堂

…
大
学
寮
の
一
施
設
。
釈
莫
儀
礼
の
中
で
、
講
論
と
宴
座
が
そ
こ

で
行
な
わ
れ
た
。
『
貞
観
儀
式
』
巻
七
「
釈
貧
講
論
儀
」
に
「
再
拝
詑
質

引
出
二
北
堂
閣
門
一
」
と
あ
る
。

◇
我
將
三
南
海
飽
二
風
煙
’
…
語
順
が
不
自
然
に
も
思
え
る
が
、
た
と
え
ば

「我
南
海
將
飽
風
煙
」
な
ら
、
灰
平
灰
平
灰
平
平
と
な
り
、
二
四
不
同
に

適
わ
な
い
。
ま
た
「
南
海
我
將
飽
風
煙
」
な
ら
ば
、
平
灰
灰
平
灰
平
平
と

な

っ

て
、
こ
れ
は
二
六
対
に
不
適
。
よ
っ
て
道
真
は
、
平
灰
に
適
う
こ
の

語
順
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

◇
道
…
底
本
で
は
「
導
」
。
た
だ
し
異
体
字
の
「
導
」
。
こ
の
字
は
写
本
で

は

「道
」
の
意
味
、
し
か
も
イ
フ
と
言
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
賀
茂
別
雷
神
社
蔵
本
の
校
異
は
そ
れ
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
か
。

一
つ
の

可
能
性

と
し
て
、
イ
フ
と
言
う
意
味
を
表
す
記
号
と
し
て
く
ち
へ

ん

が
付
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

◇
左
遷

…
官
位
を
落
と
す
こ
と
。
官
位
を
下
げ
て
遠
方
に
流
罪
に
す
る
こ

と
。
『
漢
書
」
「
周
昌
傳
」
の
「
高
組
日
、
吾
極
知
二
其
左
遷
一
、
然
吾
私
憂
レ

趙
、
念
非
レ
公
無
二
可
者
一
。
公
不
レ
得
レ
已
強
行
於
レ
是
徒
二
御
史
大
夫
昌
一
爲
二

趙
相
一
」
に
付
け
ら
れ
た
『
漢
書
評
林
』
の
注
に
は
「
師
古
日
、
是
時
尊
レ

右
而
卑
レ
左
、
故
謂
レ
疑
二
秩
位
↑
、
爲
二
左
遷
一
」
と
あ
る
。
白
詩
に
も
、
巻

七

「馬
上
作
」
の
「
何
言
二
左
遷
去
一
、
尚
レ
獲
二
専
城
居
一
」
ま
た
、
巻
十

二

「琵
琶
行
　
井
序
」
の
「
天
和
十
年
、
予
左
遷
九
江
郡
司
馬
」
と
あ
る
。

◇
債
…
つ
ら
つ
ら
。
物
事
を
念
入
り
に
行
な
う
様
を
表
す
。
「
類
聚
名
義

抄
』
に
「
ツ
ラ
く
、
ア
ト
フ
、
ア
ツ
ラ
フ
、
ト
モ
カ
ル
、
モ
ト
ム
、
ア

サ
ヤ

カ
ナ
リ
、
シ
タ
リ
、
ヤ
ト
フ
、
タ
チ
マ
チ
」
と
あ
る
の
に
従
っ
て
読

ん
だ
。

◇
分
憂
…
と
も
に
憂
え
る
。
『
音
書
』
「
宣
帝
紀
」
に
「
帝
留
鎭
二
許
昌
一
、

改
封
二
向
郷
侯
’
、
轄
二
撫
軍
假
節
一
、
領
二
兵
五
千
”
、
加
二
事
中
’
録
二
尚
書

事
一
、
帝
固
欝
。
吾
於
二
庶
事
一
、
以
レ
夜
纏
レ
書
、
無
二
須
央
寧
息
’
、
此
非
二

以
爲
⇔
榮
、
乃
分
レ
憂
耳
」
と
あ
る
。
『
白
氏
文
集
』
に
ま
ま
見
受
け
ら
れ

る
表
現
。
巻
一
七
「
江
州
赴
二
忠
州
一
、
至
二
江
陵
一
巳
來
。
舟
中
示
二
舎
弟
一
。

五
十
韻
」
の
「
典
午
猶
爲
幸
、
分
憂
固
是
榮
」
、
巻
五
八
「
思
レ
往
喜
レ
今
」

の

「諦
居
終
帯
二
郷
關
思
一
、
領
郡
猶
レ
分
二
邦
國
憂
こ
と
あ
る
の
は
、
何

れ
も
『
晋
書
」
「
宣
帝
紀
」
の
故
事
を
踏
ま
え
る
も
の
。

◇
組
業
…
先
祖
の
功
業
。
『
漢
書
」
「
終
軍
博
」
に
「
夫
天
命
初
定
二
萬
事
“

草
創
。
及
レ
秦
六
合
同
レ
風
、
九
州
共
レ
貫
、
必
待
二
明
聖
潤
色
一
、
租
業
傳
二

無
窮
一
故
周
至
二
成
王
’
然
後
制
定
」
と
あ
る
。
ま
た
杜
預
『
春
秋
左
氏
傳
』

の
序
に

「隠
公
能
弘
二
宣
租
業
一
、
光
二
啓
王
室
一
」
と
あ
る
の
は
、
『
文
選
」

巻
四

五
に

も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
当
然
、
道
真
が
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
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用
例
。
ま
た
同
じ
く
『
文
撰
』
巻
三
七
、
孔
文
皐
の
「
薦
禰
衡
表
」
に
、

「昔
世
宗
纏
レ
統
、
將
レ
弘
二
祀
業
一
」
と
あ
る
の
も
同
様
。

◇
俳
個
…
さ
ま
よ
う
。
「
俳
徊
」
に
同
じ
。
「
漢
書
』
「
高
后
紀
」
に
「
已

去
二
北
軍
一
入
二
未
央
宮
一
、
欲
レ
爲
レ
齪
殿
門
携
レ
内
、
俳
個
往
來
」
と
あ
る

箇
所
の
『
漢
書
評
林
』
の
注
に
「
師
古
日
、
俳
個
、
猶
二
傍
僅
一
、
不
レ
進

之
意
也
。
俳
音
斐
」
と
あ
る
。
『
白
氏
文
集
」
巻
八
「
洛
中
偶
作
、
自
レ
之

後
在
二
東
都
一
作
」
に
「
俳
二
徊
伊
澗
上
一
、
脾
二
睨
嵩
山
傍
一
」
と
見
え
る
の

は
詩
文
の
「
俳
徊
」
の
例
。
日
本
の
用
例
で
は
『
田
氏
家
集
」
下
「
敬
和

源
十
七
奇
才
歩
月
詞
次
韻
」
に
「
清
夜
俳
徊
白
玉
場
、
身
輕
目
極
砂
雲

郷
」
と
あ
る
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

◇
孔
聖

…
は
な
は
だ
す
ぐ
れ
た
聖
人
。
転
じ
て
、
孔
子
の
尊
称
。
「
白
氏

文
集
』
巻
五
「
効
陶
潜
髄
詩
十
六
首
（
一
六
）
に
「
謂
祠
福
善
人
、
孔
聖

寛
栖
逞
」
と
あ
り
、
同
じ
く
「
白
氏
文
集
」
巻
六
九
「
春
日
閑
居
三
首

（
二
）
」
に
「
緬
思
山
梁
雑
、
時
哉
感
孔
聖
」
と
あ
る
。

◇
廟
門
…
こ
の
場
合
孔
子
の
魂
を
祀
っ
た
み
た
ま
や
の
門
。
「
禮
記
」
「
檀

弓
上
」
に
「
孔
子
日
、
吾
悪
四
乎
実
三
諸
兄
弟
吾
契
二
諸
廟
一
、
父
之
友
、

吾
実
二
諸
廟
門
之
外
一
師
、
吾
突
二
諸
寝
門
之
外
一
、
所
レ
知
、
吾
央
二
諸
野
於
レ

野
’
則
已
疏
、
於
レ
寝
則
已
重
、
夫
由
二
賜
也
見
⇔
吾
、
吾
異
二
諸
賜
氏
一
」
と

あ
る
。
ま
た
「
祭
統
」
に
「
君
迎
レ
牲
而
不
レ
迎
レ
　
、
別
レ
嫌
也
　
在
二
廟

門
外
一
、
則
疑
三
於
臣
在
二
廟
門
中
一
、
則
全
二
於
君
一
、
君
在
二
廟
門
外
“
、
則

疑
三
於
レ
君
入
二
廟
門
’
、
則
全
二
於
臣
一
、
全
於
レ
子
、
是
故
不
レ
出
者
明
君
臣

之
義
也
」
と
も
あ
っ
た
。

【平
灰
】

　
●
　
○
　
○
　
●
　
●
　
○
　
◎

　
●
　
●

　
○

○

●

●

◎

　
●
　
●
　
○
　
○
　
○
　
●
　
●

　

○
　
○
　
●
　
●
　
●
　
○
　
◎

韻
字
は
「
煙
」
「
遷
」
「
前
」
下
平
声
先
韻
。

【口
語
訳
】

m
北
堂
に

於
い
て
（
私
を
送
る
）
は
な
む
け
の
宴
を
催
し
た
、
各
自
一
字

　
　
ず
つ
分
け
て
「
遷
」
の
字
を
得
た

　
私
は
南
海
で
風
煙
に
飽
き
た
り
よ
う
と
思
う

　
そ
の
う
え
他
人
が
こ
の
赴
任
を
左
遷
と
言
お
う
こ
と
を
憎
む

　
憂

を
共
に
す
る
の
は
祖
先
か
ら
の
仕
業
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
と
よ

　
く
よ
く
思
っ
て
み
る

　

（
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
）
大
学
寮
の
孔
子
を
祀
っ
た
み
た

　

ま
や
の
門
の
正
面
の
あ
た
り
を
さ
ま
よ
う
の
だ

【考
察
】

　
「
轡
」
を
校
異
に
取
り
上
げ
た
の
は
不
要
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ

が
、
道
真
に
よ
る
言
葉
遊
び
、
つ
ま
り
「
道
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
の
中

か

ら
「
イ
フ
」
の
意
味
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
号
と
し
て
く
ち
へ
ん
が
用

い
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

（
付
記
》
注
釈
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
諸
本
の
翻
刻
・
調
査
・
紹
介
を
快

諾
し
て
下
さ
っ
た
内
閣
文
庫
・
尊
経
閣
文
庫
・
東
京
大
学
付
属
図
書
館
・

京
都
大
学
付
属
図
書
館
・
賀
茂
別
雷
神
社
・
陽
明
文
庫
・
多
和
神
社
・
蓬

左
文
庫
・
道
明
寺
天
満
宮
・
京
都
府
立
総
合
資
料
館
・
川
口
氏
の
各
位
に
、

深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（本
学
専
任
講
師
）
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